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秒速１０ｋｍを越える速度での衝突実験：金属ターゲット上のクレーターと放出破
片

Impact experiments with an impact velocity higher than 10 km/s and recovery of craters
and ejecta
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大阪大学レーザーエネルギー学研究センターの高出力レーザーを使ってマクロサイズ（0.1 mm以上）の弾丸飛翔体を
加速する実験を行っている．これまでに直径 0.1～0.4 mmの弾丸飛翔体が 10～60 km/sに加速されている．この高速度に
加速された弾丸飛翔体を使って金属どうしの衝突実験を行い，クレーター，放出破片による二次クレーター，衝突によ
り発生したガスからの輝線，などを観測した．今回は回収した金属ターゲット上のクレーターと，ターゲット付近に設
置した二次ターゲットとしてのタンタル板上に観測される二次クレーターについて報告する．


